
八女市議会議員一般選挙電子投票実施支援業務委託仕様書 

 

１　業務の概要 

（１）　業務名称　八女市議会議員一般選挙電子投票実施支援業務委託 

（２）　業務の目的 

本業務は、令和９年４月に執行を予定している八女市議会議員一般選挙にお

いて、電子投票システムを導入することにより、有権者の投票における利便性

向上、無効票の削減及び開票作業の正確性と迅速化を図ることを目的とする。 

（３）　業務期間 

契約締結日の翌日から令和９年５月１４日（金）まで 

（４）　業務場所 

八女市域（八女市選挙管理委員会（以下「市選管」という。）が指定する投

票所、開票所及びその他の場所） 

 

２　業務の前提条件 

令和９年４月執行予定の八女市議会議員一般選挙の概要は、以下のとおりとす

る。なお、八女市議会議員一般選挙の選挙日程については、地方公共団体の議会

の議員及び長の選挙期日等の臨時特例に関する法律（臨時特例法）により日程が

変更する場合もある。 

（１）　選挙の種類 

八女市議会議員一般選挙 

（２）　投票所数 

ア　当日投票所　２５投票所 

イ　期日前投票所　６投票所 

（３）　開票所数 

１開票所 

（４）　選挙人名簿登録者数 

４９，１４２人（令和８年９月１日現在） 

（５）　選挙日程（予定） 

ア　告示日　　　令和９年４月１８日（日） 

イ　期日前投票　令和９年４月１９日（月）～令和９年４月２４日（土） 

ウ　投票日　　　令和９年４月２５日（日） 



 

３　電子投票システムの技術的・基本条件 

（１）　法令等の順守 

ア　電磁的記録式投票機は、地方公共団体の議会の議員及び長の選挙に係る電

磁的記録式投票機を用いて行う投票方法等の特例に関する法律（平成１３年

法律第１４７号）第４条に規定されている具備すべき条件を満たしているこ

と。 

イ　総務省の電子投票システムの技術的条件に係る適合確認実施要綱に基づく

適合確認を受けているか、審査会前日までに確実に受ける見込みであること。

この場合において、審査会前日までに検査確認結果報告書（写し）を提出す

ること。 

ウ　受託候補者の選定後において、イの適合確認を通過したこと等に伴い、提

案した電子投票システムのバージョンアップ等の仕様変更の必要が生じた場

合は、市選管が承認した場合に限り、当該仕様変更を認めるものとする。た

だし、当該仕様変更を行う場合であっても、原則として本業務に係る契約金

額の変更は行わないものとする。 

（２）　システムの形態 

ア　端末ごとに電磁的録媒体に投票データを記録する媒体形態のもの（スタン

ドアローン型）とすること。 

イ　障害発生時に、特定の端末の停止が他の端末や投票所全体の運用に影響を

与えない設計であること。 

 

４　電子投票システムの委託内容等について 

（１）　調達方法 

電子投票システムの調達方法はレンタルとする。ただし、投票データを記録

する電磁的記録媒体、記録媒体を保護するケース（封印シール含む。）等は、

購入による調達とする。 

（２）　構成内容 

本委託料は、次の内容により構成する。 

ア　電子投票システムのレンタル、指定場所への納品（運搬含む。）、検査、

監査及び操作マニュアルの作成に係る費用並びに電子投票システムで使用す

るソフトウェアに係る費用 



イ　物品購入に係る費用 

ウ　電子投票実施に伴う人的支援に係る費用 

エ　アからウまでに掲げるもののほか、電子投票の公正、適正かつ確実な執行

に必要な経費 

 

５　電子投票システムの納入等 

（１）　電子投票システムは、市選管が指定する日に指定する場所に納入するこ

と。なお、納入する場所は複数箇所を指定する場合がある。 

（２）　電子投票システムの投票所・開票所への搬入は、市選管が行う。 

（３）　電子投票システムの投票所・開票所からの撤去は、市選管が行う。 

 

６　電子投票システムの検査、保管等 

（１）　電子投票システムは、市選管が指定する場所及び期日までに納入し、市

選管事務局職員とともに動作確認を行うこと。 

（２）　動作確認後に、電子投票システムに故障等の不具合が確認された場合に

は、速やかに修理又は交換を行い、再度動作確認を行うこと。 

（３）　令和９年５月１４日までは、すべての電子投票システムを市選管の管理

下に置くこと。 

 

７　人的支援体制 

（１）　統括管理 

業務全体を統括し、市選管と密な連絡体制を構築する統括責任者を中心に常

に連絡が取れ、市選管からの問い合わせに迅速に対応できる体制を整えること。 

（２）　研修支援 

選挙事務従事者（市選管事務局及び選挙事務従事者等）に対し、電子投票シ

ステムの管理及び運用操作方法や不具合時の対応のほか、操作説明書等附属品

の説明を行うこと。 

（３）　啓発支援 

市選管が行う市民への啓発活動について、市選管との協議に応じて電子投票

システムの機器の貸出しを行うとともに、操作方法等に助言支援を行うこと。

（啓発活動にも立会いを求めることがある。） 

（４）　期日前投票・当日投票支援 



各投票所（期日前投票所を含む）における円滑な投票執行のため、必要なサ

ポート体制（別紙１に定めるバックアップ体制を含む。）を確保した上で、必

要に応じて次の支援を行うこと。 

ア　投票所来場者に対する電子投票機の操作案内に関すること。 

イ　市選管が行う電子投票システムの起動及び動作確認業務に関すること。 

（５）　開票所支援 

開票・集計装置の起動及び動作確認が必要と判断された場合は、市選管の指

示のもと支援すること。 

（６）　業務全般に係る支援 

市選管が行う業務への助言及び支援をするに当たっては、電子投票システム

の取扱いに習熟した者を従事させ、適宜適切な助言等を行うとともに、電子投

票システムに故障等不具合が生じた場合には、速やかに対応するよう支援する

こと。 

（７）　その他 

投開票日に投票所及び開票所で事務に従事する者の名前を、市選管が別に指

定する日までに市選管に提出すること。 

 

８　その他 

（１）　八女市議会議員一般選挙が無投票になった場合には、告示日の翌日以降

分の経費の減額について、市選管と協議の上、別途変更契約を締結すること。 

（２）　投開票日において、電子投票システムが故障等の不具合により使用でき

ず、その原因が受託者の責めによる場合は、当該システムのレンタルに係る経

費について、市選管と協議の上、別途変更契約を締結し、減額するものとする。 

（３）　候補者の死亡等又は事故により八女市議会議員一般選挙の投票若しくは

開票の期日が延期又は再投票となった場合には、市選管と協議の上、別途変更

契約を締結すること。ただし、電子投票システムの故障が原因で投票又は開票

の期日の延期や再投票となった場合は、これに伴う経費は受託者の負担とする。 

（４）　選挙終了後、異議の申出又は訴訟が起こった場合の対応については、必

要に応じて市選管と協議の上、対応すること。その備えとして、電子投票シス

テム（ハードウェア、ソフトウェア）は、再集計又は再検査が行えるようにし

ておくこと。また、市選管からの求めに応じて、電子投票システム設計書等必

要な書類の提示が行えるようにしておくこと。 



（５）　電子投票システムのハードウェア及びソフトウェアについて、法令及び

総務省の「電子投票システムに関する技術的条件及び解説」に照らして必要が

あると市選管が認める場合には、市選管と協議の上、指定する期限までに電子

投票機器の改善に努めること。 

（６）　この仕様書に定めのない事項については、必要に応じて市選管と協議の

上、定めること。 

（７）　経費の内訳を明らかにできる書類を市選管の求めに応じて提出すること。 

（８）　受託者は本業務において知り得た秘密について、第三者に漏らし、又は

不当な目的で利用してはならない。契約終了後も同様とする。 

（９）　故意又は不注意により選挙事務従事者又は選挙人が電子投票を実施する

ために必要な機器等（レンタルするものに限る。）を破損させた場合は、市が

その損害を補償する。ただし、受託者の責めに帰すべき事由による場合はこの

限りではない。 

 



別紙１ 

電子投票システムの種類及び数量並びに人的支援の量 

 

１　投票日当日・期日前投票所関係 

（１）　レンタルによる調達について 

 機器の種類 数量 特記事項

 共通事項 １　電子投票システム及び開票システム

の運搬、配置場所及び設定時期につい

ては、市選管の指示に従うこと。 

２　使用するソフトウェアは、電子投票

システム及び開票システムにインス

トール済とすること。 

３　納品日希望日 

啓発用に充当する８台及び開票・集

計装置一式１セットは令和８年１２月

４日（金）までに、期日前投票及び投

票日当日の投票所用９０台及び開票・

集計装置一式１セットは令和９年２月

２６日（金）までに納品すること。同

日までに納品が困難な場合は、市選管

と協議の上、選挙事務に支障を与えな

いように速やかに納品すること。 

４　レンタル期間は、各納品日から令和

９年５月１４日までとする。

 電磁的記録式

投票機 

（当該機器を

稼働させるた

めに必要な機

器を含む。）

調達台数９８台 

（投票日当日投票所

用：７３台、期日前

投票所用：１７台、

啓発用：８台）

１　期日前投票所用の１７台は、投票当

日投票所（２５か所）の予備機として

使用する。 

２　常設啓発で使用する場合は、盗難防

止措置を講じること。 

３　操作画面等の詳細については、候補

者数等により修正しなければならない



 

（２）　購入による調達 

 ため、市選管と協議の上、作成するこ

と。

 開票・集計装

置一式 

（開票・集計

装置接続用機

器等、開票・

集計に必要な

機器等もすべ

て 含 め る こ

と。）

２セット 

（予備機を含む。）

１　開票・集計装置一式のうち１セット

は、啓発用としても使用する。 

２　開票・集計装置一式については、開

票事務従事者の研修においても使用す

る。

 機器の種類 数量 特記事項

 共通事項 １　納品希望日 

各機器（令和８年１２月４日（金）

納品分８台、令和９年２月２６日

（金）納品分９０台）に合わせて納品

すること。ただし、これらすべてにお

いて、同日までの納品が困難な場合

は、市選管と協議の上、選挙事務に支

障を与えないよう速やかに納品するこ

と。 

２　開票・集計装置の開票ログ・操作ロ

グを記録するための媒体については、

提案システムが開票アプリ内等への記

憶に対応している場合は、必ずしも装

置台数分の媒体を購入する必要はな

い。市選管へのログデータの引き渡し

方法（媒体での納品、またはその他形

式）については、汎用的なテキスト形



 式（ＰＤＦやｃｓｖ形式等）で抽出可

能であることを要件とし、システム仕

様に応じた必要最小限かつ確実な方法

を提案書に明記すること。また、市選

管に引き渡したログデータについて

は、最低限４年間は経年劣化や改ざん

のリスクなく保存・復元できるデータ

形式であること。

 投票データを

記録するため

の電磁的記録

媒 体 （ 正 ・

副）

個数：計１９６個 

※原則として、各投

票所に配置する電磁

的記録式投票機の合

計台数（想定：計９

０台（別紙２（２）

参照））に啓発用８

台を加えた台数分に

対し、１台あたり

正・副各１個（計２

個/台）（※正・副

については異なる種

類の媒体でも問題な

い。）を基準とす

る。 

ただし、提案する電

子投票システムの形

態により必要数量が

異なる場合は、提案

システムにおける必

要最小限かつ十分な

数量（正・副）を計

上した上で、その根

１　電磁的記録媒体には電磁的記録媒体

を保護するケース及び封印するシール

を含むこと。 

２　操作ログが、投票データを記録する

電磁的記録媒体とは別の記録媒体に保

存されるものについては、その記録媒

体も別に用意すること。 



 拠（内訳）を明記す

ること。

 封印容器（外

容器）

個数：計６２個 

※投票所設置数（選

挙投票日当日（２５

か所）・期日前投票

所（６か所））×２

（正・副用）を基本

とする。ただし、本

機器は、各投票所に

おける電磁的記録媒

体（正・副）の管理

単位（１投票所あた

り正・副各１個、計

２個）を想定した基

準数量である。提案

する電子投票システ

ムの仕様や、別項

「電磁的記録媒体」

における提案数量・

運用形態により、必

要となる容器の個数

が異なる場合は、提

案システムにおいて

必要最小限かつ十分

な数量を計上した上

で、その算定根拠

（内訳）を明記する

こと。

１　施錠するための鍵を含むこと。

 候補者情報イ

ンストール用

電子投票システムの

形態によって異なる

１　候補者情報を記録媒体が要しない形

態で全ての電子投票システム及び開票



 

２　投開票事務に対する人的支援 

 等記録媒体 ため、候補者情報を

すべての電子投票シ

ステム及び開票シス

テムにインストール

するために必要な数

量を納品すること。

システムにインストールすることが可

能であれば、当該記録媒体は必要とし

ない。

 支援項目 日数等 支援内容

 共通事項 １　期日前投票所・投票

日当日投票所における

投票支援従事者の休憩

時間については、労働

基準法に基づき合計６

０分から９０分の範囲

内（原則として複数回

に分割）で取得できる

ものとする。休憩を取

得する時間帯について

は、投票所の混雑時を

避けるものとし、市選

管（投票所に従事する

責任者）と協議の上で

決定すること。なお、

従事者の休憩中におけ

る投票所内での案内・

対応体制については、

市選管と受託者との協

議により別途定めるも

のとする。

１　作業を行う日時及

び場所については、

市選管の指示に従う

こと。 

２　不測の事態に備

え、電子投票システ

ムのトラブルの種別

に応じたマニュアル

の作成を行うこと。 

３　電子投票システム

の取扱いに習熟した

者を従事させ、適宜

適切な助言等を行う

とともに、電子投票

システムに故障その

他の不具合が生じた

場合には、速やかに

対応すること。 

ただし、各投票所に

ついては、不具合発

生時にマニュアルに

基づく初期対応等を



 迅速かつ確実に実施

できる者を配置し、

これを超えた重篤な

トラブルに対応する

ため、駆け付けるこ

とのできる専門技術

者によるバックアッ

プ体制（機動班等）

を構築することで、

これに代わるものと

する。

 事前準備 職員研修支援 （１日当たり２時間×２

回）×３日

１　市選管事務局職員

及び選挙事務従事者

に対し、電子投票シ

ステムの管理、運用

及び操作方法等の説

明を行うとともに、

操作説明書等附属品

の説明を行うこと。 

２　開票・集計システ

ムの操作方法の説明

を行うこと。

 事前準備 立候補届出日 １人 

支援時間：午後４時から

データの入力終了まで

１　立候補届出日に市

選管が行う候補者

データの入力、電磁

的記録式投票機への

インストール用記録

媒体の作成及び電子

投票システムの設定

作業等の支援を行う

こと。 



 

 

 ２　期日前投票所用の

電子投票システムへ

の設定については、

立候補届出日以降使

用できるように支援

すること。

 期日前投票

期間中の支

援

期日前投票所 

（６か所）

計３６人日分（１人×６

か所×６日） 

支援時間： 

①午前８時から午後８時

まで（八女、上陽、黒

木、立花） 

②午前８時から午後７時

まで（矢部、星野） 

（※会場の都合等により

開始及び終了時間が前後

することがある。）

１　必要な作業があれ

ば市選管から指示す

る。

 投票日当日

（令和９年

４月中下旬

の日曜日）

投票支援 ２５投票所 

１５人×１日（１５人で

２５か所を担当） 

支援時間：午前６時３０

分から午後８時まで

１　投票日当日に、電

子投票システムの運

用に係る支援を行う

こと。

 開票・集計

支援

開票所 

（１か所）

２人×１日 

支援時間：午後７時から

開票終了まで

１　市選管が開票所を

設営後に行う開票・

集計装置の起動及び

動作確認業務の支援

を行うこと。 

２　開票・集計装置の

操作に係る支援を行

うこと。



別紙２ 

（１） 電子投票システムの形態は複数考えられることから、参考までに次の例を

示すこととする。ただし、本仕様書において求める電子投票システムの形態は当

該例に限定するものではない。 

 

（例） 

 

 

 

電磁的記録媒体

（正）
電磁的記録媒体

（副）
電磁的記録媒体

（正）
電磁的記録媒体

（副）
電磁的記録媒体

（正）
電磁的記録媒体

（副）
電磁的記録媒体

（正）
電磁的記録媒体

（副）

電磁的記録式投票機
（タブレット等）

投票記載台

候補者選択画面

電磁的記録式投票機
（タブレット等）

候補者選択画面

投票記載台

電磁的記録式投票機
（タブレット等）

候補者選択画面

投票記載台

電磁的記録式投票機
（タブレット等）

候補者選択画面

投票記載台



（２）　投票区ごとの電磁的記録式投票機等の設置数一覧表 

男 女 計

第１投票区 979 1,124 2,103 3 

第２投票区 1,477 1,672 3,149 3 

第３投票区 2,341 2,612 4,953 5 

第４投票区 1,093 1,327 2,420 3 

第５投票区 1,384 1,547 2,931 3 

第６投票区 1,216 1,355 2,571 3 

第７投票区 894 936 1,830 3 

第８投票区 688 762 1,450 2 

第９投票区 1,278 1,345 2,623 3 

第１０投票区 1,516 1,639 3,155 4 

第１１投票区 1,669 1,874 3,543 4 

第１２投票区 788 886 1,674 3 

第１３投票区 126 130 256 2 

第１４投票区 1,163 1,416 2,579 4 

第１５投票区 854 888 1,742 3 

第１６投票区 316 380 696 2 

第１７投票区 504 557 1,061 2 

第１８投票区 287 314 601 2 

第１９投票区 351 398 749 2 

第２０投票区 1,566 1,753 3,319 4 

第２１投票区 686 727 1,413 3 

第２２投票区 498 511 1,009 3 

第２３投票区 423 481 904 2 

第２４投票区 331 361 692 2 

第２５投票区 791 928 1,719 3 

期日前投票所（八女） 5 

期日前投票所（上陽） 2 

期日前投票所（黒木） 3 

期日前投票所（立花） 3 

期日前投票所（矢部） 2 

期日前投票所（星野） 2 

啓発用 8 

計 23,219 25,923 49,142 98 

投票区別選挙人名簿登録者数（人）
（令和８年９月１日現在）投票区名

電磁的記録式
投票機設置数

（台）


